
総括質疑（10/２）

至

誠

会

【
集
会
所
の
運
営
管
理
】

問 

築
30
年
以
上
経
っ
て
い
る
修

繕
が
必
要
な
集
会
所
の
件
数
は
。

答 

本
市
に
２
８
１
の
集
会
所
が

あ
る
中
で
、
築
30
年
を
超
え
る

施
設
は
相
当
数
あ
る
も
の
と
承

知
し
て
い
る
。

　YouTube、フェイスブックでも市議会情報を発信しています。〔YouTube〕https://www.youtube.com/user/citycouncilhiroshima〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

無
党
派
ク
ラ
ブ

【
国
民
健
康
保
険
】

問 

保
険
料
が
上
昇
し
続
け
る
中
、
保
険
料
滞
納

者
へ
本
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答 

市
税
等
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
納
付
勧
奨
や
本
市
独
自

の
減
免
制
度
の
適
用
な
ど
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
適
切
に
対

応
し
て
い
る
。

【
新
中
央
図
書
館
の
隠
さ
れ
た
建
設
費
】

問 

年
間
約
２・５
億
円
も
の
賃
料
・
共
益
費
等
が

今
後
も
予
想
さ
れ
る
。
本
市
の
見
解
は
。

答 

付
帯
決
議
に
沿
っ
て
、
議
会
報
告
、
市
民
意

見
募
集
等
を
行
い
、
所
要
の
手
続
き
を
経
て
進
め

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

鈴

蘭

会

【
民
間
や
若
者
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
】

問 

広
島
都
心
会
議
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。

答 

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
と

行
政
と
の
連
携
を
促
す
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
調
整
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

新
風
ク
ラ
ブ

【
積
算
の
精
度
を
高
め
よ
】

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
工
事
費
の
積
算
乖か

い

離り

の

要
因
は
。

答 

エ
ア
コ
ン
の
更
新
は
、
参
考
見
積
額
と
実
勢

価
格
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
、
ト
イ
レ
洋
式
化
は
、

小
規
模
な
施
工
内
容
が
多
く
、
安
価
に
行
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
共
産
党

【
誰
も
が
生
き
や
す
い
広
島
市
へ
】

問 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
市
と
し
て
ど
う
位
置
付

け
て
い
る
の
か
。

答 

「
女
性
が
い
き
い
き
活
躍
で
き
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
な
ま
ち
」
づ
く
り
を
本
市
総
合
戦
略
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
全
庁

的
に
取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

【
商
工
費
を
増
や
し
て
商
売
人
を
守
れ
】

問 

物
価
高
の
下
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
実
態
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

答 

人
件
費
や
物
価
高
騰
に
係

る
負
担
を
中
心
に
、
中
小
企

業
の
経
営
環
境
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

【
こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
の
拡
大
を
】

問 

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
高
校
３
年
生
ま
で
無

料
に
す
べ
き
だ
が
、
必
要
な
費
用
は
。

答 

令
和
７
年
度
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
試
算
す
る

と
、
約
24
億
１
７
０
０
万
円
追
加
で
必
要
と
見
込

ん
で
い
る
。

【
小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
】

問 

体
育
館
や
理
科
室
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
に
当
た
り
、
課
題
は
何
か
。

答 

空
調
設
備
の
整
備
に
は
多
額
の
事
業
費
を
要

す
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め
、
整
備
手
法
や
財

源
確
保
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

【
外
国
人
の
市
営
住
宅
入
居
】

問 

外
国
人
の
市
営
住
宅
入
居
に
対
し
て
市
と
し

て
優
遇
措
置
な
ど
が
あ
る
か
。

答 

市
営
住
宅
入
居
に
つ
い
て
、
外
国
籍
で
あ
る

こ
と
を
理
由
と
す
る
特
別
な
配
慮
や
仕
組
み
は
な

い
。

【
老
朽
化
し
た
下
水
道
管
の
改
築
事
業
】

問 

改
築
で
は
全
国
で
死
亡

事
故
な
ど
が
続
出
し
て
い

る
。安
全
に
で
き
る
の
か
。

答 

有
毒
ガ
ス
濃
度
の
測

定
、
墜
落
制
止
用
器
具
の

装
着
な
ど
安
全
管
理
を
徹

底
し
、
労
働
災
害
の
未
然

防
止
に
努
め
る
。

ひ
ろ
し
ま
清
風
会

【
Ｍマ

イ

ス

Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
出
島
に
こ
だ
わ
る
な
！
】

問 

出
島
メ
セ
コ
ン
用
地
の
取
り
扱
い
は
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

答 

用
地
の
取
り
扱
い
は
、
令
和
７
年
度
に
策
定

す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
基
本
方
針
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
現
時
点
で
確

定
し
た
も
の
は
な
い
。

【
ご
み
の
減
量
化
の
対
策
は
】

問 

家
庭
系
「
可
燃
ご
み
」
と
「
そ
の
他
プ
ラ
」

の
分
別
区
分
の
統
合
の
検
討
状
況
は
。

答 

「
そ
の
他
プ
ラ
」
の
う

ち
、
プ
ラ
製
品
は
リ
サ
イ

ク
ル
し
、そ
れ
以
外
は「
可

燃
ご
み
」
に
統
合
す
る
な

ど
、
分
別
区
分
の
変
更
を

検
討
し
て
い
る
。

【
地
域
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
】

問 

本
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民
生
活
に
ど
う
役
立
つ

の
か
。

答 

地
域
福
祉
の
情
報
を
、
知
り
た
い
分
野
・
所

在
地
・
内
容
等
に
応
じ
て
入
手
で
き
、
社
会
参

加
や
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
。

【
都
市
活
性
化
】

問 

八
丁
堀
地
区
の
開
発
促
進
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答 

民
間
再
開
発
事
業
へ
の
支
援
、
建
築
物
の
建

て
替
え
促
進
、
土
地
の
高
度
利
用
、
業
務
・
商

業
機
能
の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
む
。

新
政
ク
ラ
ブ

【
減
債
基
金
の
活
用
】

問 

市
債
発
行
額
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、

減
債
基
金
を
財
源
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答 

建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
市
債
を
活
用
し
、

そ
の
償
還
を
長
期
に
行
う
こ
と
で
、
世
代
間
の
公

平
を
図
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
安
芸
市
民
病
院
の
運
営
見
直
し
】

問 

安
芸
市
民
病
院
を
、
市

立
病
院
機
構
へ
統
合
検
討

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答 

全
国
的
に
病
院
の
収
益

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
将
来
に
渡
っ
て
安
定
的

に
運
営
で
き
る
方
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
集
会
所
の
耐
震
化
対
策
】

問 

耐
震
補
強
工
事
着
手
時
、
集
会
所
の
管
理
者

等
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答 

実
施
時
期
や
内
容
な
ど
を
事
前
に
管
理
者
等

と
調
整
し
て
お
り
、
計
画
を
変
更
す
る
場
合
は
速

や
か
に
協
議
を
行
う
。

広
島
維
新
の
会

【
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
未
把
握
率
の
改
善
を
】

問 

大
腸
が
ん
の
精
検
未
把
握
率
が
高
い
状
況
だ

が
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答 

が
ん
検
診
精
度
管
理
連
絡
会
議
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
医
師
会
や
検
診
実
施
機
関
と
連
携
し
て

未
把
握
率
改
善
に
取
り
組
む
。

【
都
市
計
画
道
路
霞
庚
午
線
】

問 

当
面
、
片
側
１
車
線
で
の
暫
定
供
用
を
目
指

す
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

令
和
８
年
度
末
の
暫
定
供
用
を
目
指
し
、
必

要
な
用
地
を
取
得
後
、
速
や
か
に
工
事
に
着
手
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
多
文
化
共
生
事
業
に
国
か
ら
の
予
算
を
】

問 

多
文
化
共
生
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
に
十
分
な
予
算
の
配
分

を
要
求
す
べ
き
で
は
。

答 

外
国
人
市
民
数
の
増
加
等
を

踏
ま
え
、
財
政
支
援
拡
充
に
係

る
要
望
を
他
都
市
と
も
連
携
し

国
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

　近年、ガザ地区を始めとする中東地域において、
紛争により多くの市民の命が奪われ、生活の基盤が
破壊される深刻な人道危機が続いている。
　取り分け、こどもや高齢者、一般市民といった罪の
ない人々が犠牲となり、その数は６万7,000人を超え
る。しかも、このうち８割以上が民間人だとの調査
報告もあるなど、安全と生存が脅かされている現状
は、極めて憂慮すべき事態である。

　本市は、被爆の惨禍を経験した都市として、いかな
る場所においても人命が軽んじられることを許さず、
世界恒久平和の実現を希求してきた。
　戦争や報復の連鎖によって新たな悲しみや、苦しみ
が生まれることを断じて許してはならない。
　本市議会は、関係当事者及び国際社会に対し、一
刻も早く暴力の応酬を停止し、国際人道法を遵守し
た上で、対話と外交による平和的解決を強く求める。
　また、避難民や被災市民の命を守るために、生き
るための人道支援、取り分け食糧・医療・水・衛生な
どの基礎的支援を早急に実施し、支援物資の搬入と

配布を安全かつ持続的に確保することを要請する。
　そのためには、国際社会が監視と検証の体制を強
化し、支援活動が妨げられることのないよう環境を整
備することが不可欠である。
　さらに、国際連合が主体的な役割を果たし、停戦
合意が着実に履行されるための強固で実効性のある
国際的な枠組みの構築を強く求める。
　本市議会は、被爆地・広島の名において、世界の全
ての人々が恐怖や暴力におびえることなく、安全と尊
厳をもって生きられる未来の実現を願うものである。
　以上、決議する。

ガザ地区を始めとする中東地域の
平和的解決を求める決議

　令和７年第４回臨時会で可決した決議

ひろしま市議会だより（3）　令和７年(２０２５年)１２月


